
新着図書

1月の休館日
１・２・３・５・１３・１９・２６・３０日

著
：
阿
部　

和
重

　
　

伊
坂　

幸
太
郎　

（
文
藝
春
秋
）

作
：
穂
村　

弘　

絵
：
酒
井　

駒
子　

（
岩
崎
書
店
）

蔵
王
に
墜
落
し
た
Ｂ
29
、
公
開

中
止
に
な
っ
た
幻
の
映
画
、
迫

り
来
る
冷
酷
非
情
な
破
壊
者

…
。
世
界
を
救
う
た
め
に
、
２

人
は
走
る
。
現
代
を
代
表
す
る

人
気
作
家
で
あ
る
阿
部
和
重
と

伊
坂
幸
太
郎
が
お
く
る
、
最
強

の
冒
険
活
劇
！

ち
ょ
う
ち
ょ
が
飛
ぶ
と
き
、
鳩

時
計
が
12
時
を
告
げ
る
と
き
、

猫
が
動
き
出
す
と
き
角
砂
糖
が

紅
茶
に
溶
け
る
と
き
、
そ
し
て

少
女
に
呼
び
か
け
る
と
き
。
時

が
止
ま
る
瞬
間
を
描
く
美
し
い

絵
本
。

※
Ｔ
Ｒ
Ｃ
週
刊
全
点
案
内
よ
り
転
載

●
２
月　

下
水
道
の
し
く
み

●
３
月　

石
像
・
石
碑
・
石
仏

●
４
月　

町
内
に
流
れ
る
河
川

●
６
月　

上
水
道
の
し
く
み

●
８
月
〜
11
月　

福
田
た
ね
と
青
木
繁
の
ロ

マ
ン
ス

〈
予
定
〉

視
聴
覚
資
料

▲公共下水道処理施設

 （芳賀町水処理センター）▲二十三夜塔▲五行川　吊り橋付近

▲芳志戸配水池▲母子展でのたねとやす子
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川
柳

熱
気
球
見
上
げ
つ
つ
大
根
引
き
に
け
り

大
畑
ハ
マ
子　
（
下
延
生
）

山
茶
花
の
生
垣
長
き
庄
屋
門

大
村
か
し
子（
下
高
根
沢
）

子
の
顔
に
財
布
の
ゆ
る
む
聖
夜
の
灯

北
井　

茂
子　
（
東
高
橋
）

戸
袋
に
落
葉
ひ
と
ひ
ら
舞
い
込
め
り

カ
ー
テ
ン
を
左
右
に
ひ
ら
き
昇
り
く
る

大
き
初
日
に
双
手
に
合
は
す

笹
沼　

貴
美（
下
高
根
沢
）

形
よ
き
一
尺
ほ
ど
の
雪
だ
る
ま

縁
に
並
び
て
朝
日
に
光
る

山
口　

タ
カ　
（
祖
母
井
）

し
を
ら
し
く
う
つ
向
き
て
咲
く
カ
タ
ク
リ
の

花
を
愛
で
に
し
亡
母
を
偲
べ
り

渡
辺
カ
ツ
子　
（
西
高
橋
）

俳
句

短
歌

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
身
近
な
出
来
事
や
町
に
関
す
る
要
望
・
意
見

被
災
地
の
人
ら
を
偲
べ
ば
不
足
な
し

穏
し
こ
の
地
に
生
き
る
吾
ら
は

水
沼　
　

弘　
（
東
高
橋
）

見
目
ト
キ
子　
（
東
高
橋
）

長
谷
川　

攻
（
稲
毛
田
）

▼

高
松
イ
ク
さ
ん
（
下
高
根
沢
）

小
林
操
さ
ん
か
ら
の
投
稿

　

各
地
の
秋
祭
り
の
様
子
を
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
見

ま
し
た
。
祖
先
を
敬
い
、
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
を

祈
願
す
る
行
事
を
、
地
域
で
守
り
続
け
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

▼高
松
イ
ク
さ
ん
か
ら
の
投
稿

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「
マ
ッ
サ
ン
」
の
、
女

房
エ
リ
ー
さ
ん
の
「
人
生
は
冒
険
旅
行
、
間
違
っ
た

ら
や
り
直
せ
ば
い
い
・
・
・
・
」
と
い
う
台
詞
。
私

も
そ
う
思
い
ま
す
。
や
り
直
す
こ
と
の
勇
気
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
全
国
の
朝
ド
ラ
フ
ァ
ン
の
方
々
が

感
じ
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

11
月
開
催
の
「
町
長
と
対
話
の
日
」
か
ら

●

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
２
階
陶
芸
室
を
１
階
に
移

し
て
ほ
し
い
。
土
や
作
品
を
運
ぶ
作
業
に
階
段
を

使
っ
て
い
る
が
、
苦
労
し
て
い
る
。

●

五
行
川
に
架
か
る
県
道
宇
都
宮
茂
木
線
芳
賀
バ
イ

パ
ス
の
橋
か
ら
直
接
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
降
り

る
た
め
の
歩
道
が
あ
る
が
、
草
が
茂
っ
て
い
る
の
で

利
用
で
き
な
い
。
散
歩
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
利
用
す
る

人
も
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
利
用
で
き
る
よ
う
整

備
し
て
ほ
し
い
。

▼
鈴
木
モ
コ
さ
ん
（
西
高
橋
）

自
己
評
価
律
儀
者
に
は
ほ
ど
遠
い

稲
川　
　

章
（
与　

能
）

い
ゝ
春
だ
曾
孫
二
人
に
目
を
細
め

磯　

エ
ツ
子
（
稲
毛
田
）

あ
れ
そ
れ
で
わ
か
り
合
っ
て
る
い
ゝ
仲
間

七
井　

章
治
（
与　

能
）

沈
黙
で
座
れ
ば
ま
わ
り
気
を
つ
か
い
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